
—　4　—

1.  製品概要

非接触式で被検温者の体表面温度をリアルタイ

ムに測定し、異常体温者を自動的に検知する装置

である（写真 1、写真 2）。新型コロナ等ウイルス

流行中においては、検温時の感染リスクを大幅に

低減し、社会活動の継続と流行の抑制に貢献す

る。検知情報はアラーム音で通知されると共に、

データとしてパソコン（PC）に保存される。装置

は、光学カメラと赤外線カメラが一体となった双

眼カメラ、測定温度校正用のキャリブレータ、そ

して測定データを表示する PC から構成している

（表 1、図 1）。

特長

・ 非接触で体表面温度を測定

・ リアルタイム測定し、検知情報を通知

・ AI により顔認識し、対象者として測定

・ 複数人を同時に測定可能

・ 被検温者ログから事後追跡が可能

・ 設置が簡単。機材一式を一つのキャリーバッ

グに収納し、運搬可能

2.  アプリケーション

2.1  異常体温スクリーニング（運用例）

オフィス、工場、ホテル、空港、イベント会場

等、お客さまや不特定多数の方の来場場所に設置

し、来場者の異常体温スクリーニングが容易に行

える（図 1）。

体温スクリーニングシステム（FeverCheck®）

写真 1　測定のようす

写真 2　測定 PC の画面

表 1　FeverCheck® 仕様
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・ 大画面モニタに PC と同じ画面を表示するこ

とが可能（外部出力端子：1 ポート）

・ 警報器の音と光で知らせることが可能（機材

オプション）

・ 小スペースに設置することが可能

・ カメラおよびキャリブレータは吊り下げに

よる設置も可能

2.2  IC カード情報と紐
ひも

づけて測定データ保存

 （運用例）

入場時に読み取った個人を識別する ID と紐づ

けて測定データを保存できる。これにより日々の

検温管理ができる（図 2、表 2）。お客様のニーズ

に合わせ、ソフトウェアのカスタマイズが可能で

ある。
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図 1　体温スクリーニングシステム例

図 2　IC カードをタッチして測定データ保存

表 2　測定データ（Microsoft Excel ファイル）例


